
 

野洲市こどもの家（学童保育所）の次期指定管理者について 

 

 現在、野洲市こどもの家（以下「こどもの家」といいます。）は、指定管理者であ

る社会福祉法人野洲市社会福祉協議会（以下「社協」といいます。）が運営しており、

その指定期間は平成 29 年度から令和３年度までの５年間となっています。 

 このことから、令和４年度以降の指定管理について、野洲市公の施設の指定管理者

の指定の手続等に関する条例に基づき次期指定管理者を選定しますが、非公募により

社協を次期指定管理者として選定し、事務手続きを進めています。 

 

１．野洲市こどもの家（学童保育所）次期指定管理の概要 

（1）次期指定管理期間  令和４年４月１日～令和９年３月 31 日 ５年間 

 （2）次期指定管理施設  野洲第一～第七こどもの家 

三上第一～第二こどもの家 

北野第一～第四こどもの家 

祇王第一～第六こどもの家 

篠原第一～第二こどもの家 

中主第一～第四こどもの家 

合計 25 箇所 

（3）次期指定管理者（予定） 社会福祉法人 野洲市社会福祉協議会 

 

２．非公募により選定した理由 

①これまでの経緯と実績 

業務委託・指定管理により継続した管理運営を行っており、また年々増加する利用児童の

受け入れや、平成 30 年度から実施している土曜保育により多様化する利用ニーズに応えた

運営を行っています。こうしたなか、これまで市内の福祉施策の一翼を担っている社会的責

任、公共性、安定性及び信頼性を有していることから、社協が今日まで指定管理者として指

定を受諾された経緯があります。 

 

②支援を必要とする児童への適切な保育 

こどもの家では 100 名を超える特別支援児が在籍していますが、野洲市こどもの家特別

支援児指導員配置検討委員会において、個別の状況を踏まえた配置検討を行い、適切な職員

配置を行っています。また、新１年生が入所する際には幼稚園や保育園（所）等と、１年生

以外でも新規入所の際には小学校等と連携を図り、該当する利用児童の情報を収集し、質の

高い保育を提供しています。 

食物アレルギーがある利用児童へはマニュアルを制定したうえで対応し、その対応を全体

で情報共有するため、所長会議で確認されています。またこどもの家を一括管理しているこ

とから、新型コロナウイルス感染症への対応や情報共有等の迅速な対応が図られています。 

 

 

（裏面に続きます。） 

資料４ 



③保護者のニーズ 

こどもの家の管理運営については、保護者会からの強い要望により、旧町合併後から社協

に業務を委託し、その後、指定管理者の指定となっています。また、野洲市学童保育連絡協

議会（保護会）と複数回の会議を行っており、保護者から公設民営（社協の運営）を強く希

望された経緯があります。 

 

 

⑤野洲市地域福祉基本計画での位置付け 

令和３年３月に策定された第３期野洲市地域福祉基本計画（計画期間：令和３年度～令和

12 年度）では、基本目標Ⅱの取組方針Ⅱ-ⅱ「必要な福祉サービスを届ける仕組みづくり」

において、そのアクションプランとして、社協は「子どもが健やかに成長できるよう、地域

の子育て支援事業を推進します。」としており、実質的に学童保育所の運営が当該計画に位置

づけられています。 

 

３．野洲市こどもの家（学童保育所）指定管理者指定までの流れ 

６月 11 日 野洲市こどもの家次期指定管理者を非公募とする決定（市長決裁） 

 

６月 11 日 野洲市こどもの家指定管理にかかる候補法人の指名通知 

 

６月 30 日 野洲市こどもの家指定管理者指定申請書の受理 

 

７月 30 日 野洲市こどもの家指定管理者審査委員会において社協を選定 

 

８月 24 日 野洲市こどもの家指定管理者の指定につき議決を求める議案を提案 

 

９月 17 日 上記議案の議決（予定） 

※議決後 野洲市こどもの家の指定管理者の決定（指定）の通知 

 

10 月中   野洲市こどもの家の指定管理業務に関する協定書の締結 

 

令和４年４月１日 野洲市こどもの家指定管理業務の開始 

④社協の公共性・安定性・信頼性 

社協は民間団体ではありますが、社会福祉法（昭和 26 年法律第 45 号）第 109 条に定

められ、行政区分ごとに組織された団体であり、民間と公的機関・組織の両面のメリットを

生かした事業を展開している団体です。 

補助金の交付等により安定的な運営が確保され、物的能力及び人的能力を有し、現在も安

定した運営がなされています。 

長期間にわたり質の高い保育サービスの提供実績があることから、保護者からの信頼や安

心感を得られています。 


